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TAF System 

シーチェスト

バラストポンプ

補助ボイラ

低温側入口温度, 15oC

中高温側
出口温度, 70oC

中低温側 出口温度,17oC

高温側
入口温度, 72oC

排水ポンプ

排水

プレート式熱交換器
(熱回収＞ 95%)

2oC Ｕp の為に必要な
エネルギー

バラストタンク

温度差
+ 2oC

加熱殺滅タンク
(70oC-1分間保持)

TAF System の処理フロー(海水温度15℃の場合) 
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試験生物 毒性指標 
影響濃度 

(処理バラスト水濃度v/v％として) 

ケイ藻 
Skeletonema costatum 

72時間の50%生長阻害濃度 72hr-Ecr50 >100% 

72時間の最大無影響濃度 72hr-NOEC 100% 

フサゲモクズ 
Hyale barbicornis 

96時間の50%致死濃度 96hr-LC50 >100% 

96時間の0%致死濃度 96hr-LC0 100% 

96時間の最大無影響濃度 96-h NOEC 100% 

ジャワメダカ 
Oryzias javanicus 

96時間の50%致死濃度 96hr-LC50 >100% 

96時間の0%致死濃度 96hr-LC0 100% 

96時間の最大無影響濃度 96-h NOEC 100% 
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Cool TAF 現 TAF System 

処理水量 逆洗水(バラスト水量の1/30) バラスト水全量 

処理温度 50℃-1分間 70℃-1分間 

Δｔ(℃) 2 4 4 

バラスト水(㎥) 30,000 30,000 30,000 

排水流量(㎥/h) 800(×2台) 800(×2台) 800(×2台) 

逆洗流量(㎥/h) 27(×2台) 27(×2台) - 

排水時間(H) 約19 約19 

殺滅タンク寸法 1.1m×0.7m×0.6m(0.45㎥×2) 3.5m×2m×2m(14㎥×2) 

プレート式熱交換器寸法 1313㎜×805㎜×2106㎜(×2) 950㎜×805㎜×2106㎜(×2) 4225㎜×970㎜×3436㎜(×2) 

補助加熱に必要な熱量 
蒸気換算(㎏/h) 

約185 約370 約11,000 
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＜共同研究参加社＞ 

・ 今治造船株式会社 

・ 国立研究開発法人 海上技術安全研究所 

・ 広島大学 

・ 佐賀大学 

・ 一般財団法人日本海事協会 

・ 一般社団法人日本中小型造船工業会 

本調査研究は、日本海事協会の「業界要望による共同研究」のスキームにより 

研究支援を受けて実施しました。 
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